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５月16日～17日の２日間、天気にも恵まれた中、横浜町の最大イベントとなる「2026菜の花フェ
スティバル in よこはま」が開催されました。
昨年の開催から１週間遅め、満開から少し遅れた時期での開催となったフェスティバルでは、

２日間で約20,000人の方が来場され、ステージイベントや出店を楽しむ観光客で賑わいを見せ
ていました。
メインイベントの菜の花マラソンでは、ゲストランナーとして「王林」さんを迎え、昨年より

も多い、1,079人の方がエントリーし、遠くは福岡県から参加された方もいらっしゃいました。
ステージイベントでは、横浜町の各団体や「ライスボール」、大道芸人「アット」によるパフォー

マンスが会場を盛り上げました。

YOKOHAMAスタンド

各店舗完売が続出するなどとても活気があり、賑わっていました。

横小ステージ発表 横小６年生による開会宣言

国スポ・障スポ炬火式

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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����������������������写真提供：よこはまSUN＊SUNプロジェクト

��������������「ちどり保育園」「第二ちどり保育園」発表 ���� ��� ����� ������������「ハラウ フラオ カヘレラニ アロハ横浜＆ロコマイカイ」

���������「横濱よさこい菜の花組」 ������������「横浜町地域婦人団体連合会」

��������「南部手踊り保存会」 �� � �「光 扇 会」

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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Ｊ．５㎞高校・一般女子40歳未満
第１位 石井 真央 21’25 青森市
第２位 小松 杏衣 23’04 むつ市
第３位 田原 羽蘭 24’35 青森市
第４位 清藤めぐみ 25’09 弘前市
第５位 外井 恵 25’38 むつ市
第６位 小澤 怜奈 27’07 横浜町

Ｋ．５㎞一般女子40歳以上60歳未満
第１位 新出三由希 21’09 むつ市
第２位 坂下 ゆか 21’53 むつ市
第３位 千葉沙矢華 22’30 黒石市
第４位 倉田 好美 23’40 むつ市
第５位 東出さおり 24’23 六ケ所村
第６位 津島 恵美 25’24 むつ市

Ｌ．５㎞一般女子60歳以上
第１位 佐々木あさみ 22’05 十和田市
第２位 石岡 祐子 26’20 青森市
第３位 大坂 幸 29’13 八戸市
第４位 遠藤 友子 34’01 青森市
第５位 博多美知子 34’16 八戸市
第６位 阿部美由紀 35’54 弘前市

Ｍ．３㎞中学生男子
第１位 板垣 太生 10’11 弘前市
第２位 小林 優覇 10’17 東北町
第３位 川村 蓮翔 10’21 十和田市
第４位 漆坂 漣 10’23 十和田市
第５位 高橋 悠希 10’39 十和田市
第６位 高橋 愛琉 10’47 八戸市

Ｎ．３㎞小学生男子４年生以上
第１位 横浜 結人 11’25 野辺地町
第２位 佐藤 珀 11’50 黒石市
第３位 二本柳信輔 12’01 むつ市
第４位 坪 香太朗 12’11 むつ市
第５位 十枝内徠晏 12’13 野辺地町
第６位 廣野 旭樹 12’51 奥州市

Ｏ．３㎞中学生女子
第１位 目時 花 11’01 野辺地町
第２位 中山 もえ 11’02 野辺地町
第３位 古川 晶梨 11’28 むつ市
第４位 戸舘 未彩 11’37 十和田市
第５位 石田 琉夏 12’05 東北町
第６位 工藤 杏 12’13 黒石市

Ｐ．２㎞小学生女子４年生以上
第１位 古川 琴梨 07’28 むつ市
第２位 橋本帆乃香 07’35 横浜町
第３位 外井 彩恵 07’37 むつ市
第４位 漆戸 結 07’37 野辺地町
第５位 谷川 暖佳 07’52 むつ市
第６位 伊勢田理紗 07’57 むつ市

Ｑ．２㎞フリー
第１位 今 湊人 07’40 青森市
第２位 新山 了桜 08’10 むつ市
第３位 小野内琉星 08’11 むつ市
第４位 若佐 颯真 08’24 横浜町
第５位 金森 優惺 08’32 むつ市
第６位 今 碧汰 08’39 青森市

その他
遠来賞
（男性）山村 諭 福岡県
（女性）野渡 尚子 神奈川県
シルバー賞
（男性）工藤 兼三 青森市
（女性）渡邉 房子 むつ市

��� �３km スタート����� �２kmフリー スタート

��� �５km スタート���� �10km スタート

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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Ａ．10㎞高校・一般男子40歳未満
第１位 山本 新 32’22 むつ市
第２位 小貫 慧太 34’37 大館市
第３位 山口 大夢 35’42 青森市
第４位 円谷 幸史 37’06 盛岡市
第５位 伊藝 大智 37’10 三沢市
第６位 三木 祐澄 37’48 三戸町

Ｂ．10㎞一般男子40歳以上60歳未満
第１位 大久 北斗 34’39 むつ市
第２位 二ッ森健之 34’43 むつ市
第３位 菊池 晃一 36’21 佐井村
第４位 田中 亮太 37’25 むつ市
第５位 廣瀬 敏一 37’40 むつ市
第６位 福田 稔広 37’58 野辺地町

Ｃ．10㎞一般男子60歳以上
第１位 平山 彰夫 41’06 青森市
第２位 渡邊 元顯 43’15 むつ市
第３位 石岡 尊広 43’21 青森市
第４位 石岡 博幸 44’03 弘前市
第５位 佐藤 久 44’10 青森市
第６位 安田 靖志 44’56 青森市

Ｄ．10㎞高校・一般女子40歳未満
第１位 三條目紗衣 44’57 むつ市
第２位 田口 侑季 54’31 青森市
第３位 工藤 柚 58’12 黒石市
第４位 二木 優菜 58’45 八戸市
第５位 山谷 真琴 59’12 能代市
第６位 佐藤 文絵 1’02’46 むつ市

Ｅ．10㎞一般女子40歳以上60歳未満
第１位 玉井 歩 40’48 目黒区
第２位 鶴谷 香織 44’13 青森市
第３位 戸川 庸子 44’47 むつ市
第４位 長津 麻美 45’15 むつ市
第５位 齋藤 美香 47’20 青森市
第６位 鎌田 真希 47’58 むつ市

Ｆ．10㎞一般女子60歳以上
第１位 長谷川雅子 48’56 青森市
第２位 工藤小百合 51’14 田舎館村
第３位 成田 富子 53’21 弘前市
第４位 堀 千秋 54’44 上山市
第５位 藤川 節子 55’31 むつ市
第６位 柿﨑 孝代 55’40 青森市

Ｇ．５㎞高校・一般男子40歳未満
第１位 船橋 征也 16’39 横浜町
第２位 矢崎 裕大 20’00 野辺地町
第３位 長津 日向 20’28 むつ市
第４位 深川 将吾 20’41 八戸市
第５位 高坂 崇 20’51 七戸町
第６位 小野内翔星 21’34 むつ市

Ｈ．５㎞一般男子40歳以上60歳未満
第１位 高谷 健太 17’38 青森市
第２位 伊勢田 聖 19’16 青森市
第３位 金澤 貴 19’40 むつ市
第４位 木村 和明 20’13 青森市
第５位 宮下 昇久 20’16 むつ市
第６位 間形 祐介 20’20 青森市

Ｉ．５㎞一般男子60歳以上
第１位 大和 正義 21’00 むつ市
第２位 柿﨑 一志 22’22 青森市
第３位 阿部 武喜 22’34 弘前市
第４位 武石 淳一 22’52 むつ市
第５位 佐藤 定久 23’47 むつ市
第６位 八木橋義憲 23’49 平川市

��� �２km スタート

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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４月28日(火)晴天の中、大豆田地区自然苑周辺の菜の花畑において、菜の花開花宣言が行われ
ました。昨年より４日早い開花宣言となりました。（写真左から菊池義規副町長、石橋勝大町長、
杉山徹観光協会会長、小原広基教育長、杉山和彦町議会議長）

令和７年４月の横浜町郷土館開館後、町内外から多くの来
館者があります。令和８年最初の団体利用は、町内の「寿健
康クラブ」の皆さんでした。教育長の軽快な解説やガイダン
スには、参加者から笑顔や笑いがたくさん生まれていまし
た。また、令和８年３月に指定した新史跡「檜木瀧野明神不
動尊」について新たに説明したところ、来館者の関心が高い
ことも判りました。郷土館では、年度内に「２つの不動尊」
をテーマにした展示を企画する予定です。

横濱よさこい菜の花組（古澤次子代表）が、４月26日
(日)青森市で開催の「第19回AOMORI春フェスティバル」
で、横浜町の菜の花やなまこの歌詞の入ったオリジナル
曲「横濱物語」で少人数ながら大乱舞し、横浜町をよさこ
い踊りで大いにＰＲしました。当日は、ねぶたの家ワ・
ラッセ西の広場と青い森公園でステージ型での２回の演
舞で拍手喝さいを受けました。現在菜の花組では、踊り
手・旗振りなどいつでも会員を募集中です。あなたも、一緒によさこい踊りをしませんか？写真
は、ねぶたの家ワ・ラッセ西の広場です。
◇お問い合わせ先 代表 古澤 ☎（７８）６６６９ 副代表 佐藤 ☎（７８）３３５６

菜の花開花宣言

横浜町郷土館で地域学習（寿健康クラブ）

青森市でよさこい大乱舞

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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令和８年３月に横浜町文化財指定第23号として、史跡
「檜木瀧野明神不動尊」が指定されました。このことに
ついて、長く不動尊を管理してきた桧木地区町内会へ、
現地で指定書の贈呈を行いました。参加者からは、「どう
して、不動尊の供物がゆで卵か」「お不動様の横に狛犬が
いますね」「 川の流れが奥入瀬渓流のようですね」などの
声が聞かれました。この不動尊の由来としては、1600年

代半ばからヒバ材の交易が盛んになったころ、全国的に火災や地震、冷害による飢饉などが続き、
それら災いを鎮める祈りを込めて、「越前国坂井郡阿古江新保」の商人により寄進されました。
その後、北前船の登場や水神信仰などの文化も混じりながら、町内会のご努力により今日へ至っ
ているという史跡です。これにより、岩倉不動尊とともに、町内２か所のお不動様が町の文化財
として指定されることになりました。

「檜木瀧野明神不動尊」へ指定書を贈呈

５月10日(日)大豆田自然苑前芝広場を発着
に、横浜町菜の花ウォーキングクラブ（鶴谷
幸三 会長）による「菜の花ウォーク2026」
が開催されました。遠くは仙台市からの参加
もあり、５㎞と８㎞に62名が、晴天かつ満開
の菜の花のなか、ワラビとりで交流を深めな
がら完歩しました。八戸市から参加の高田江
里子さんは、「天気もよく、最高の菜の花を見
られ、しかもたくさんのワラビと菜花も取れ、非常に楽しかった。来年もぜひ来たい」と昼食交
流会場で声を弾ませコメントしていました。ウォーキングクラブは、陽気に楽しく自然を愛で
ながら歩くことにより、健康の保持増進と会員の親睦及び他市町村のウォーカーとの交流を目
的に、平成24年４月25日設立しました。６月の例会ウォーキングは、７日(日)午前７時三保野公
園管理事務所前駐車場集合です。あなたも一緒に歩いてみませんか？ 現在、クラブでは、会員
を募集中です。
◇申込み先・お問い合わせ先
会長 鶴谷 ☎（７８）２０４１ 副会長 杉山 ☎（７８）２６１６

満開の菜の花路を歩く!!

町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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令和８年度 実年教室のお知らせ
申込・お問い合わせ 横浜町立公民館 ☎０１７５－７８－６１００

※詳細はチラシをご覧ください。
※チラシは新聞折込及び老人クラブを通して配布します。

第１回
６月１７日(水)
10：30～12：00

（ふれあいセンター）

※開級式
講話（地域キャンパス講座）
「植物と人の栄養バランス」
講師：澁谷幸雄氏（渋谷種苗店代表取締役）

第２回
７月１５日(水)
10：30～12：00
（横浜小学校）

「横小カフェ＆昔遊び」

第３回
８月１９日(水)
10：30～12：00

（ふれあいセンター）

講話
「腸活について」
講師：大川春枝氏（横浜町学校給食センター栄養士）

第４回
９月９日(水)
10：30～12：30

（ふれあいセンター）

制作
「干支の押し絵（未）」
※公民館まつり作品づくり

第５回
１０月１４日(水)
10：30～12：30

（ふれあいセンター）

制作（地域キャンパス講座）
「しめ縄飾り」
講師：川口松子氏（日本フローラルアート講師）

※公民館まつり作品づくり

第６回
１１月１８日(水)
10：30～12：00

（ふれあいセンター）

運動教室（地域キャンパス講座）
「未定」講師：関下和彦氏（健康運動指導士）
※閉級式

要申込
参加費300円

要申込
参加費300円

要申込

要申込

横浜町の公式Instagramアカウントができました！

横浜町の魅力を町内外に発信しますので、ぜひ、チェックしてみてください！
ぜひ、アカウントフォローお願いします！

○アカウントフォロー方法
方法① 右のQRコードを読み取る
方法② Instagramアプリでの検索でyokohama_chikeyaと

入力して検索

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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令和７年度電源立地地域対策交付金事業について
横浜町には、「東通原子力発電所」の立地及びむつ市の「使用済燃料中間貯蔵施設」、六ヶ所村の「原子燃料サイク
ル施設」等の立地・建設に伴い、国及び県から電源立地地域対策交付金が交付されています。
この電源立地地域対策交付金は、発電用施設の設置及び運転の円滑化を図るため、発電用施設の立地地域または
周辺地域で行われる公共用施設の整備や住民の福祉、利便性向上のための事業に対して交付されています。

上記の事業を電源立地地域対策交付金により実施することで、各種検診の補助や一部無料、また子育てに関する
支援や住宅支援など、様々な事業展開を行っています。

№ 申請
区分 事 業 名 事 業 概 要 交付金事業

実施場所
開始及び
完了年月日

総事業費
（単位：円）

交付金充当額
（単位：円）

1 上期 消防活動推進事業

・横浜消防署職員（29名）の人件費
消防の責務である、火災予防・警戒鎮圧、人命を
守る救急救助活動を全うするための消防広報、危険
物施設・防火対象物・一般住宅等の立入検査指導、
婦人・幼年消防クラブの育成指導、消防と密接に関
係ある諸団体との合同訓練の実施などの活動を行
い、地域住民の安全維持活動に努めた。

字三保野
127-1

R7.5.1～
R7.12.31

111,199,315 110,000,000

2 上期
福祉サービス提供
事業

・保健師（３名）、社会福祉士（１名）、主任介護支援
専門員（１名）、介護事務員（２名）の人件費
保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員、介護
事務員による家庭訪問や健康教室、健診及び予防ケ
アプランの作成により、住民の健康増進・子どもの
健やかな成長・高齢者の介護予防を図った。

字林ノ脇
79-82

R7.5.1～
R7.12.31

24,594,578 23,000,000

3 上期
子ども医療費助成
事業

・乳児から高校生までの医療費（個人負担分）を助
成
本事業では、子どもの健康の増進を図るとともに、
子育て支援・少子化対策として、安定して子育てが
できる環境整備の一環を担うために、０～18歳まで
の医療費の無料化に取り組んだ。

各医療機関
R7.5.1～
R8.2.18

6,311,853 6,250,000

4 上期
英語指導助手招致
事業

・英語指導助手（ＡＬＴ２名）の報酬
外国語指導助手を配置して効果的に活用し、町内
の小中学校における英語でのコミュニケーション能
力の段階的な育成を図った。

横浜小学校
横浜中学校

R7.5.1～
R7.12.31

5,250,000 4,400,000

5 上期
横浜町費負担臨時
教員配置事業

・町費負担臨時教員（３名）の人件費
町独自で教員を採用して学校に配置（小学校２名、
中学校１名）し、教師のサポートをする体制を整備
することで、教師が学習面生活面両方でより児童生
徒と深く関わり合い、児童生徒が元気に明るく学校
に登校し勉強に集中できる環境を構築した。

横浜小学校
横浜中学校

R7.5.1～
R7.12.31

11,088,849 9,600,000

6 下期
町立小・中学校維
持運営基金造成事
業

・町内小・中学校の維持運営に充てるための基金造
成
令和８年度以降に予定している小・中学校の維持
運営費に充当するための基金を造成した。

字寺下35
R8.3.11～
R8.3.31

12,753,000 12,753,000

合 計 171,197,595 166,003,000

№ 申請
区分 事 業 名 事 業 概 要 基金事業

実施場所
開始及び
完了年月日

総事業費
（単位：円）

基金充当額
（単位：円）

1 上期
町立小・中学校維
持運営事業

町内小・中学校の光熱水費等の維持運営費に基金を
充当した。

横浜小学校
横浜中学校

R7.4.1～
R8.3.31

15,036,789 15,000,000

合 計 15,036,789 15,000,000

維持運営基金分

町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

横
浜
町
民
応
援
商
品
券
の
有
効

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

期
限
は
、
６
月
30
日
で
す

３
月
に
配
布
を
開
始
し
た
、
横

浜
町
民
応
援
商
品
券
の
有
効
期
限

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

産
業
振
興
課

☎
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
０
）

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【年
金
相
談
は
予
約
が
便
利
で
す
】

今
月
よ
り
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

（
寺
下
）
の
解
体
工
事
を
行
い
ま

す
。工

事
期
間
中
は
、
大
型
車
両
の

出
入
り
・
騒
音
・
振
動
等
に
よ
り

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
工
期

令
和
８
年
11
月
30
日
(月
)ま
で

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

企
画
財
政
課

☎
（
78
）
２
１
１
１
（
内
３
３
１
）

け
る
場
合
は
健
康
み
ら
い
課
に
ご

連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
診
医
療
機
関

・
菜
の
花
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
公
立
野
辺
地
病
院

・
む
つ
総
合
病
院

・
五
戸
町
健
診
セ
ン
タ
ー

◇
お
問
合
せ

菜
の
花
に
こ
に
こ
セ
ン
タ
ー

健
康
み
ら
い
課

☎
（
73
）
７
７
３
３

◆
振
込
口
座
の
変
更
届
出
に
つ
い
て

高
額
療
養
費
等
の
給
付
申
請
の

際
に
届
出
し
た
振
込
口
座
に
変
更

（
解
約
・
金
融
機
関
の
店
舗
統
廃

合
等
）
が
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず

お
住
ま
い
の
市
町
村
へ
届
出
し
て

く
だ
さ
い
。

届
出
が
な
い
と
振
り
込
み
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
保
険
証
利
用
登
録
を

す
る
こ
と
で
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し

て
資
格
確
認
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し

た
医
療
費
控
除
申
請
も
可
能
で
す

の
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
や
暴
力
等
、
第
三
者

（
自
分
以
外
の
人
）
の
行
為
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

�
�
�
�
�

を
行
い
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

�
�
�
�
�
�

の
み
な
さ
ま
へ

◆
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
１
年
に

１
回
無
料
で
受
け
ら
れ
る
健
康
診

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
集
団
健
診
開
催
予
定
日
と
場
所

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
場
所

菜
の
花
に
こ
に
こ
セ
ン
タ
ー

◆
日
付

令
和
８
年
６
月
29
日
・
30
日

令
和
８
年
８
月
23
日
・
24
日

●
そ
の
他
健
診
受
診
医
療
機
関
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。
健
診
を
受

よ
っ
て
負
傷
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険

証
、
ま
た
は
資
格
確
認
書
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
た
と
き
は
、
必
ず

お
住
ま
い
の
市
町
村
へ
届
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
損
事
故
の

場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
の
後
期
高
齢
担
当
窓
口

ま
た
は
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

町
民
課

☎
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
１
６
）

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
３
８
２
１

い
。

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
役
場

町
民
課

☎
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
３
６
）

む
つ
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
５
（
23
）
７
９
５
５

む
つ
年
金
事
務
所
で
は
、
ご
自

身
の
年
金
請
求
手
続
き
や
年
金
額

に
関
し
て
の
相
談
、
ご
家
族
が
亡

く
な
ら
れ
た
際
の
手
続
き
等
に
つ

い
て
、
待
ち
時
間
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
お
手
続
き
い
た
だ
け
る
よ
う
事

前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

ぜ
ひ
来
所
希
望
の
前
々
日
ま
で

に
ご
連
絡
の
う
え
、
ご
来
所
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
、
ご
連
絡
の
際
は
「
基
礎

年
金
番
号
」
の
わ
か
る
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
は
た
ら

き
で
、
台
所
や
風
呂
、
洗
濯
な
ど

の
生
活
排
水
や
ト
イ
レ
の
排
水
を

浄
化
す
る
装
置
で
す
。
正
し
く
維

持
管
理
を
し
な
い
と
、
本
来
の
機

能
が
発
揮
で
き
ず
、
川
や
海
な
ど

の
水
質
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な

り
ま
す
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
次
の

３
点
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
保
守
点
検

浄
化
槽
の
修
理
、
調
整
・
点
検
。

（
年
に
３
～
４
回
）

②
清
掃

浄
化
槽
内
部
の
汚
泥
の
引
き
出

し
や
装
置
の
洗
浄
等
。（
年
１

回
以
上
）

③
法
定
検
査

浄
化
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
の
水

質
検
査
。

（
使
用
開
始
時
に
１
回
、
そ
の

後
年
１
回
）

ま
た
、
浄
化
槽
の
使
用
を
開
始

information

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

浄
化
槽
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

町民の誓い…だれにでも親切にします(昭和50年９月制定)
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��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

｢災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

物
資
供
給
の
協
力
に
関
す
る
協

�
�
�
�
�
�
�
�
�

定
」
を
締
結
し
ま
し
た

し
た
と
き
や
、
使
用
を
休
止
又
は

廃
止
（
撤
去
）
し
た
と
き
、
管
理

者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に

は
、
県
へ
の
報
告
・
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◇
お
問
合
せ

清
掃
：
㈱
横
浜
衛
生
社

☎
０
１
７
５
（
78
）
２
１
２
３

保
守
点
検
、
届
出
等
：
青
森
環

境
管
理
事
務
所

☎
０
１
７
（
７
６
３
）
５
２
９
２

法
廷
検
査
：
一
般
社
団
法
人
青

森
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
（
７
２
６
）
９
５
０
０

れ
を
し
な
い
こ
と
。

②
煙
火
を
消
費
し
な
い
こ
と
。

③
屋
外
に
お
い
て
火
遊
び
又
は
た

き
火
を
し
な
い
こ
と
。

④
屋
外
に
お
い
て
は
、
引
火
性
又

は
爆
発
性
の
物
品
そ
の
他
の
可
燃

物
の
付
近
で
喫
煙
を
し
な
い
こ

と
。

⑤
山
林
、
原
野
等
の
場
所
で
、
火

災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
大
で
あ

る
と
認
め
て
市
（
町
・
村
）
長
が

指
定
し
た
区
域
内
に
お
い
て
喫
煙

を
し
な
い
こ
と
。

⑥
残
火
（
た
ば
こ
の
吸
殻
を
含

む
。）、
取
灰
又
は
火
粉
を
始
末
す

る
こ
と
。

（
注
）
規
制
を
受
け
る
区
域
に
つ

い
て
は
市
町
村
で
異
な
り
ま
す
、

詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
・

消
防
本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

て
、
生
活
の
早
期
安
定
を
図
る
た

め
物
資
の
調
達
及
び
供
給
に
つ
い

て
協
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

町
長
は
、「
大
規
模
災
害
時
に

は
多
く
の
機
関
と
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
り
、
災
害
時
の
協
力
体
制

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
町
の

防
災
力
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。」
と
し
、
地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
災

害
対
策
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

電
子
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
さ
れ

た
方
に
納
税
証
明
書
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
納
付
確
認
で
き
る
ま

で
に
２
営
業
日
程
度
（
口
座
振
替

の
場
合
は
５
営
業
日
程
度
）
か
か

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
上
北
県
税
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ

上
北
県
税
事
務
所

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

林
野
火
災
警
報
・
林
野
火
災

�
�
�
�
�
�
�

注
意
報
に
つ
い
て

林
野
火
災
警
報
・
林
野
火
災
注

意
報
の
運
用
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。令

和
８
年
１
月
１
日
か
ら
全
国

的
に
林
野
火
災
警
報
・
林
野
火
災

注
意
報
の
運
用
が
順
次
開
始
さ
れ

て
ま
す
。

林
野
火
災
警
報
の
発
令
中
は
以

下
に
掲
げ
る
行
為
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。（
違
反
し
た
場
合
は
30
万
円

以
下
の
罰
金
又
は
拘
留
が
科
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

林
野
火
災
注
意
報
の
発
令
中
は

以
下
に
掲
げ
る
行
為
を
控
え
て
下

さ
い
。

①
山
林
、
原
野
等
に
お
い
て
火
入

令
和
８
年
４
月
20
日
に
、
横
浜

町
と
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ニ
コ
ッ
ト
株
式
会
社

と
、「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生

活
物
資
供
給
の
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
災

害
が
発
生
、
ま
た
は
災
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

○
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
30

日
(火
)

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
を
使
用
し
て
納
付

し
た
場
合
は
、
領
収
ス
タ
ン
プ
の

押
印
（
領
収
日
付
が
納
期
限
ま
で

の
も
の
）
を
受
け
る
と
、
納
税
証

明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
専
用

サ
イ
ト「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」

で
は
、
電
子
マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
等
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
も
可
能
で
す
。

な
お
、
車
検
更
新
時
、
運
輸
支

局
等
で
自
動
車
税
の
納
付
確
認
を

◆
受
付
期
間

令
和
８
年
６
月
３
日
か
ら
令
和

８
年
６
月
17
日
ま
で
に
持
参
、
ま

た
は
郵
送
（
６
月
17
日
必
着
）
に

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
選
考
試
験

◇
日
時

令
和
８
年
６
月
22
日

(月
)
午
前
９
時
30
分
か
ら

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
横
浜
社
協

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
https://yokosyakyo.studio.

site/）

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
78
）
２
０
６
７

担
当

菊
池

杉
山

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(よ
こ
は
ま

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

温
泉
)管
理
員
募
集
の
お
知
ら
せ

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
次
の
通
り
契
約
職
員
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
内
容

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(よ
こ
は

ま
温
泉
)管
理
員
１
名

◆
応
募
資
格

満
年
齢
18
歳
以
上
65
歳
未
満

◆
任
用
期
間

令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら
令
和

９
年
３
月
31
日
ま
で
(試
用
期
間

６
ヶ
月
、
更
新
も
あ
り
)

◆
勤
務
条
件

時
給
１
，
２
１
７
円

◆
申
込
手
続

履
歴
書
(自
筆
・
写
真
添
付
)を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

大
間
へ
Ｇ
Ｏ
！
「
シ
ニ
ア
の
バ
ス
旅
｣

こ
の
た
び
、
横
浜
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、
名
称
を
「
横
浜
町

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
へ
変
更

し
ま
し
た
。

名
称
も
新
た
に
、
今
年
も
日
帰

り
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
ま
す
。

行
先
は
、
大
間
町
（
大
間
崎
）、

観
光
や
昼
食
、
帰
り
の
お
買
い
物

な
ど
、
気
軽
に
楽
し
め
る
内
容
で

す
。こ

の
機
会
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
て
、
楽
し
い
思
い
出
を
作

り
ま
し
ょ
う
！

◆
日
程

①
７
月
８
日
(水
)

町民の誓い…常に学ぶことに努めます(昭和50年９月制定)
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※
雨
天
、
強
風
時
は
中
止

◆
場
所

６
２
１
野
営
場
（
ト
ラ
ベ
ル
プ

ラ
ザ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
裏
）

◆
入
場
料

単
身
１
，
０
０
０
円

団
体
１
，
５
０
０
円
（
５
人
ま

で
）

◆
内
容

焼
肉
食
べ
放
題
、
飲
み
物
や
野

菜
の
持
込
可
、
イ
ベ
ン
ト
あ
り

◇
お
問
合
せ

よ
こ
は
ま
SU
N
＊
SU
N
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

☎
０
９
０
(１
４
９
０
)４
４
６
１

（
岩
田
）

☎
０
９
０
(３
１
２
２
)３
７
６
０

（
杉
山
）

yokoham
a_sunsun@
ybb.

ne.jp

◆
開
催
日
時

令
和
８
年
６
月
９
日
(火
)

午
前
10
時
30
分
か
ら

◆
開
催
場
所

横
浜
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
健
康
相
談
室
」

◆
弁
護
士

青
森
法
律
事
務
所

新
康
平
氏

◆
申
込
期
間

令
和
８
年
６
月
５
日
(金
)ま
で

○
そ
の
他

弁
護
士
の
「
利
益
相
反
」
に
あ

た
る
場
合
、
相
談
を
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。（
相
談
内
容
の

相
手
方
が
今
回
の
担
当
弁
護
士
事

務
所
に
相
談
し
て
い
る
場
合
な
ど
）

◇
お
問
合
せ

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
78
）
２
０
６
７

[LIN
E]
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

友
だ
ち
追
加
で
予
約
で
き
ま
す
。

◆
日
時

２
０
２
６
年
７
月
４
日
(土
)

18
時
00
分
～
20
時
00
分

（
受
付
17
時
30
分
～
）

公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ

る
さ
と
貢
献
基
金
で
は
、
新
興
企

業
や
、
事
業
拡
大
を
目
指
し
て
新

規
事
業
へ
の
参
入
や
開
発
・
研
究

を
行
う
県
内
の
個
人
、
N
PO
法
人

及
び
企
業
な
ど
に
対
し
、
必
要
な

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
受
付

２
０
２
６
年
７
月
１
日
(水
)～

８
月
31
日
(月
)ま
で
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
請
受
付
フ
ォ
ー
ム
よ

り
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
、
申
請

受
付
表
を
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
に

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
方
法

申
請
書
類
は
、
９
月
30
日
(水
)

ま
で
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
に
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
金

必
要
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
３
０
０
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

◇
お
問
合
せ

公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ

る
さ
と
貢
献
基
金

事
務
局

☎
０
１
７
（
７
７
４
）
１
１
７
９

担
当
／
小
山
内
・
川
村

URL
https://w
w
w
.m
ichinoku-

furusato.or.jp

※
有
畑
～
新
町
地
区

②
７
月
10
日
(金
)

※
大
町
～
吹
越
地
区

◆
対
象

①
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員

②
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
を
希
望
す

る
方

◆
参
加
費

な
し

（
昼
食
代
な
ど
は
各
自
負
担
）

◆
申
込
方
法

６
月
29
日
(月
)ま
で
に
、
各
地

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

行
程
や
詳
細
は
、
横
浜
町
社
会

福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

｢無
料
法
律
相
談
所
開
設
｣

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
横
浜
町
総
合
相
談
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
あ
な
た
の
法
律

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
事
等

に
応
え
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
予
約
制
と
な
り
ま

す
の
で
電
話
等
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

（
１
人
当
た
り
の
相
談
時
間
は
30

分
と
な
り
ま
す
。）

６月は
・町 県 民 税 第１期

の納期限です｡

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

｢サ
ン
セ
ッ
ト
Ｂ
Ｂ
Ｑ
～
夕
陽

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

か
ら
夜
景
へ
。
む
つ
湾
で
楽
し

�
�
�
�
�
�
�
�
�

む
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ナ
イ
ト
～
｣

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

｢み
ち
の
く
・
ふ
る
さ
と
貢
献
基

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

金
」
助
成
事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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内
）

○
二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者

に
通
知
し
ま
す

◆
申
込
手
続

職
員
募
集
要
項
及

び
受
験
申
し
込
み
書
の
入
手
方
法

に
つ
い
て

①
上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務
組

合
事
務
局
庶
務
課
で
直
接
入
手

②
上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
職
員
募
集
要

項
及
び
、
受
験
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

※
「
上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務

組
合
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い

◇
お
問
合
せ

上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務
組

合

事
務
局
庶
務
課

☎
０
１
７
６
（
62
）
５
１
５
４

青
森
県
で
は
毎
年
、「
青
森
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
！
あ
な
た
の
興
味

が
あ
る
事
柄
の
デ
ー
タ
を
集
め
、

グ
ラ
フ
や
絵
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
、
作
品
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
応
募
資
格

県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

◆
詳
し
い
作
品
の
募
集
内
容

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
RL

https://w
w
w
.pref.aom
ori.lg.

jp/soshiki/seisaku/tokei/

tokei-gracon.htm
l

◆
締
切
日

令
和
８
年
８
月
31
日
(月
)必
着

●
提
出
先

〒
０
３
０
‒
８
５
７
０

青
森
市
長
島
一
丁
目
１
‒
１

青
森
県
総
合
政
策
部
統
計
分
析

課

管
理
・
普
及
グ
ル
ー
プ

◇
お
問
合
せ

青
森
県
庁
統
計
分
析
課
管
理
・

普
及
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
１
６
４

学
習
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
子

供
た
ち
と
関
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。「
青
森
県
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト

み
ぃ
て
ぃ
ん
ぐ
ぷ
れ
い
す
」
は
、

青
森
県
の
学
習
支
援
事
業
と
し

て
、
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

を
対
象
に
、
無
料
で
学
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
自
習

形
式
で
、
児
童
・
生
徒
が
持
参
し

た
宿
題
・
教
材
を
基
に
学
習
支
援

を
行
い
ま
す
。

◆
期
間

６
月
下
旬
～
２
月
下
旬
（
全
24

回
曜
日
固
定
、
月
２
～
３
回
）

◆
時
間

18
時
30
分
～
20
時
30
分
（
町
村

に
よ
り
変
更
有
、
裏
面
参
照
）

◆
場
所

各
町
村
の
公
共
施
設
（
公
民
館

な
ど
）
現
地
集
合

○
上
北
地
域

七
戸
町
、
六
戸
町
、
お
い
ら
せ

町
、
横
浜
町
、
東
北
町
、
野
辺
地

町○
三
戸
地
域

五
戸
町
、
田
子
町
、
南
部
町
、

階
上
町
、
三
戸
町
、
新
郷
村

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お

伺
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護

士
等
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

◆
受
付
時
間

月
～
金
(祝
日
・
年
末
年
始
除
く
)

８
時
30
分
～
12
時
00
分

13
時
00
分
～
16
時
30
分

◇
お
問
合
せ

東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所

☎
０
１
７
（
７
７
４
）
６
４
８
８

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

上
北
教
育
・
福
祉
事
務
組
合

�
�
�
�

職
員
募
集

◆
募
集
人
員

一
般
行
政
職

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
若
干
名

一
般
行
政
職

（
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
）
若

干
名

◆
受
験
資
格

詳
細
に
つ
い
て
は
、
職
員
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
受
付
期
間

７
月
１
日
(水
)か
ら
７
月
24
日

(金
)ま
で
※
当
日
消
印
有
効

◆
試
験
日

○
一
次
試
験

９
月
20
日
(日
)

○
試
験
場
所

七
戸
町
（
上
北
地

方
教
育
・
福
祉
事
務
組
合
事
務
局

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

令
和
８
年
度
青
森
県
統
計
グ
ラ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中
！

�
�
�
�

�
�
�
�
�

学
習
支
援

指
導
員
募
集

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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人権擁護委員及び行政相談員のお知らせ
◆行政相談委員（行政が行う仕事についての苦情・意見等） ◆人権擁護委員（人権に関する相談）
○若佐 昭男（三保野154番地4） ○若佐 昭男（三保野）
ＴＥＬ ７８－３７６２ ○上野 洋子（幸町）
○総務省青森行政監視行政相談センター ○杉山 昌志（緑町）
ＴＥＬ ０５７０－０９０－１１０
◆みんなの人権１１０番 ＴＥＬ ０５７０－００３－１１０ ◆子どもの人権１１０番
◆女性の人権ホットライン ＴＥＬ ０５７０－０７０－８１０ ＴＥＬ ０１２０－００７－１１０

◇
お
問
合
せ

青
森
県
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
み
ぃ

て
ぃ
ん
ぐ
ぷ
れ
い
す
事
務
局

☎
０
１
７
（
７
１
８
）
４
１
０
３

●
十
和
田
市

十
和
田
湖
湖
水
ま
つ
り
２
０
２
６

◆
日
時

６
月
13
日
(土
)

（
11
時
00
分
～
21
時
00
分
)

※
荒
天
時
は
６
月
14
日
(日
)に
順

延

◆
場
所

十
和
田
湖
畔
休
屋

◆
内
容

十
和
田
湖
メ
ル
テ
ィ
ラ
イ
ト

(バ
ル
ー
ン
ラ
ン
タ
ン
リ
リ
ー
ス
)

・
十
和
田
湖
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

・
湖
水
花
火

・
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

・
一
ノ
宮
縁
日
（
飲
食
ブ
ー
ス
）

各
種
申
し
込
み
・
詳
細
は
十
和

田
湖
湖
水
ま
つ
り
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
QR
コ
ー
ド
）
か
ら
！

◇
お
問
合
せ

十
和
田
湖
湖
水
ま

つ
り
事
務
局
（
一
社
）
十
和
田
奥

入
瀬
観
光
機
構

○
イ
ベ
ン
ト
本
部

☎
０
１
７
６
（
75
）
１
５
３
１

(９
時
00
分
～
17
時
00
分
)

○
各
種
チ
ケ
ッ
ト
類

☎
０
１
７
６
（
24
）
３
０
０
６

(９
時
00
分
～
19
時
00
分
)

●
七
戸
町

ロ
ー
ズ
シ
ー
ズ
ン
２
０
２
６

◆
日
時

６
月
13
日
(土
)～
７
月
５
日

(日
)

◆
場
所

東
八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー

◆
内
容

上
十
三
・
十
和
田
湖
エ
リ
ア
の

ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ス

テ
キ
な
出
会
い
を
探
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

Ｍ
Ｃ
（
エ
フ
エ
ム
青
森
「
金
曜

ラ
ジ
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
！
」
パ
ー
ソ
ナ
リ

�
�
�
�
�
�
�
�

ぐ
る
っ
と
N
A
V
I

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域

�
�
�
�
�
�
�

定
住
自
立
圏
情
報

ガ
ー
デ
ン
の
露
地
バ
ラ
が
見
頃

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
期
間
中
に

４
日
間
、
催
事
を
行
い
ま
す
。

６
月
20
日
(土
)、
21
日
(日
)

27
日
(土
)、
28
日
(日
)

・
バ
ラ
の
特
別
栽
培
講
習
会

・
バ
ラ
苗
木
特
別
価
格
販
売
会

・
バ
ラ
石
鹸
作
り

・
ロ
ー
ズ
＆
マ
ル
シ
ェ

ば
ら
の
お
店
で
は
、
ロ
ー
ズ
ソ

フ
ト
や
ば
ら
の
ブ
ー
ケ
ソ
フ
ト
、

シ
ェ
イ
ク
等
の
販
売
も
行
っ
て
い

ま
す
。

◇
お
問
合
せ

東
八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー

☎
０
１
７
６
（
63
）
５
４
０
０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住
自
立
圏

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

婚
活
イ
ベ
ン
ト
ス
イ
ー
ツ
婚
活
「
LO
V
E

�
�
�
�
����
����
�
�
�
�
�
�
�
�

S
O
S
W
EETS
2026
」
～
上
十
三
・
十
和

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

田
湖
エ
リ
ア
の
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！
～

テ
ィ
ー
：
d-iZe／
里
村
好
美
）
に

よ
る
、
イ
ベ
ン
ト
開
始
前
の
男
女

別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ク

チ
ャ
ー
や
、
イ
ベ
ン
ト
中
の
交
流

サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
婚
活
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
が
初
め
て
の
方

や
交
流
が
不
安
な
方
な
ど
も
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

８
月
１
日
(土
)

13
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
付
：
13
時
～
）

◆
場
所

き
ざ
ん
三
沢

◆
年
齢

20
歳
以
上
49
歳
以
下
の

独
身
の
人
（
学
生
は
除
く
。）

・
男
性
は
上
十
三
・
十
和
田
湖
広

域
定
住
自
立
圏
（
※
）
に
住
ん
で

い
る
人

・
女
性
は
居
住
地
不
問
※
十
和
田

市
、
三
沢
市
、
野
辺
地
町
、
七
戸

町
、
六
戸
町
、
横
浜
町
、
東
北
町
、

六
ヶ
所
村
、
お
い
ら
せ
町
、
秋
田

県
小
坂
町

◆
人
数

男
女
各
25
人

・
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

◆
参
加
費

男
性

４
，
０
０
０
円

女
性

２
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
間

６
月
19
日
(金
)～

７
月
22
日
(水
)

◆
運
営

㈱
エ
フ
エ
ム
青
森

八
戸
オ
フ
ィ
ス

学習指導員

小・中学生への学習支
援・見守りができる方
（年齢不問）（教員・塾
講師などの経験者、未
経験者でも可）

謝金
４,０００円/回

学習指導補助員
小・中学生への学習支
援ができる方（大学
生・専門学生など）

謝金
３,０００円/回

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣



15

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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消 防 署 通 信
～住宅用火災警報器の設置をお願いします～

住宅用火災警報器の設置により、火災発生時、初期消火や避難
行動を早め、被害を最小限に抑えることができます。

令和８年度『危険物安全週間』の実施ついて
●期 間：令和８年６月７日(日)～１３日(土)までの７日間

●統一標語：「 つかみ取れ！めざす無事故の頂きを 」

●目 的：危険物の保安に対する意識の高揚及び啓発を推進することにより、各事
業所における自主保安体制の確立を図り、危険物に起因する災害等の
発生を未然に防止することを目的としています。

令和８年度『危険物取扱者保安講習』のご案内について
令和８年度危険物取扱者保安講習については【オンライン型】と【対面型】が実施されます。

講習の日程については、当消防本部（http://hokubukamikita.org/shobo/）または
一般社団法人青森県消防設備保守協会（http://www.aohosyukyokai.or.jp/workshop.html ）に掲載
されております。

受講申請書等詳細については消防本部または最寄りの消防署までお問い合わせください。

※ お問い合わせ先
北部上北広域事務組合消防本部（予防課） ０１７５－６４－０６５０
横浜消防署（予防・危険物係） ０１７５－７８－２１１９

危険物とは、消防法に定められているもので、ガソリン、灯油な

ど私達の生活の身近なところにあります。

危険物はひとたび発生すると激しく燃えて被害が大きくなるこ

とから、ご家庭や職場におかれましても、身の周りにある危険物（灯

油ポリ容器、ガソリン携行缶など）の性質や使い方を十分に理解し、

正しく安全に取扱い、事故を未然に防ぎましょう。

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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�   � ��   � �住 民 の ま ど 駐在所
通 信

横浜駐在所
☎78-2110

����������～特殊詐欺被害防止!!～
全国的に特殊詐欺の被害が増大して
います。
令和７年中青森県内では、
認知件数：155件（前年比＋58件）
被害額：約６億362万円
（前年比＋約４億2,784万円）
と認知件数、被害額ともに増加してい
ます。
なかでも、オレオレ詐欺（ニセ警察詐
欺）の被害が多く、その全てが電話を
利用した手口です。被害に遭わない
ためには、犯人からの電話を直接受け
ないことが有効です。

����������������～110番は緊急通報ダイヤルです～
110番は緊急の事件・事故のための緊
急通報ダイヤルです。緊急以外の要
件は、最寄りの警察署、もしくは交番・
駐在所まで。悩み、相
談は警察相談専用電話
「♯９１１０」までご
連絡ください。

『住民のまど』の掲載について
婚姻、出生に関して、広報への掲載を希望
される方は役場町民課へお申し出下さい。
おくやみ欄については、町民課窓口に届出
される際に、掲載の可否を確認しております。
また、休日届出等の場合は事前に役場へ連
絡をお願いします。

◎おくやみ申し上げます
白 濱 シギ子 (89)（一号新丁）
杉 山 民 子 (84)（一号大町）
野 坂 千 惠 (83)（二号新丁）

農業委員会定例総会のお知らせ
定例総会では、農地法に基づく審
議、及びその他の法令に基づく審議
がされます。次の定例総会の日程は
以下のとおりです。
◇定例総会日時 ７月１３日（月）

１３時３０分～
（・申請の締切日 ６月１９日（金））
※毎月農業者年金の相談受付を行っています｡

毎月１日は「県民交通安全の日」・15日は「高齢者交通安全の日｣

令和８年４月末の人身事故・物損事故発生状況

区分
令和８年 令和７年 前年比４月中(単月) ４月末(累計) ４月末(累計)

発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者
人身事故 0 0 0 0 0 0 2 0 3 －2 ±0 －3
物損事故 3 25 35 －10

◎お誕生おめでとうございます
髙橋
たかはし

笑
えみ

里
り

(女・４/４)竜次･みづほ(吹越)

�����������������������～警察官A（大卒・通常枠）採用試験、受験者募集中です！～

受 付 期 間 ４月27日(月)～６月８日(月)
第１次試験 ７月12日(日)
試 験 会 場 青森市、弘前市、八戸市、さいたま市
第１次試験合格者発表 ７月17日(金)予定

����������～歩行者の事故を防止しましょう～
歩行者の交通事故を防止するためのポイント
○ハンド＆サンクス
ハンド＆サンクスとは、「渡る合図」と「ありがとう」です。
歩行者は、横断歩道を渡る前に手を挙げ・手を差し出すなどして運
転者に対して横断歩道を渡る意思を明確に伝えましょう。
○明るい目立つ色の服の着用・反射材の着用
夕暮れ時・夜間に外出するときは、反射材用品の着用が効果的です。
「反射材を着用している歩行者」は「反射材を着用していない歩行者」
よりも２倍以上手前で発見できると言われています。
年齢を重ねると若いころのような派手な色の服を着ることが少な
くなり、成熟した内面と同様に落ち着いた色の服を好むようになり
ます。しかし、落ち着いた色の服は、夜間の視認性が低く、事故への
リスクとなりますので、反射材を上手に活用し、車からの視認性を高
めて、事故を防ぎましょう。

���������������～６月の早め点灯時間は午後６時です～

試験区分
(警察官A・通常枠) 採用予定人員 受験資格

男性 18人程度 平成３年４月２日以降に生まれた者
で、大学を卒業した者又は令和９年３
月31日までに大学卒業見込みの者女性 10人程度

武道指導／柔道 ２人程度 平成３年４月２日以降に生まれた者
で、大学を卒業した者又は令和９年３
月31日までに大学卒業見込みの者
柔道３段以上（講道館認定）又は剣道
３段以上（前日本剣道連盟認定）※武
道指導（柔道／剣道）で第１次試験が
不合格になっても、申込時に警察官A
（男性／女性）の併願を希望し合格点
を達している場合、警察官A（男性／
女性）の第２次試験に進むことができ
ます。

武道指導／剣道 ２人程度

町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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森川 珠妃ちゃん

������� ���������� ���むし歯ゼロの子 ３歳児

菅沼 俊雅くん

斗米 湊くん 扇谷 澪ちゃん

中山 創士郎くん

4/21 横浜明神平風力発電所竣工祭

5/10 菜の花と風車

菜の花迷路 明神平風力発電風車

○福福祉課 ☎７８－２１１１ ○健健康みらい課 ☎７３－７７３３ ○産産業振興課 ☎７８－２１１１

○公公民館 ☎７８－６１００

６月の行事予定
1 月

2 火

3 水 ちどり保育園 保育参観日・総合避難訓練

4 木

5 金

6 土 横浜小学校 運動会

7 日

8 月 横浜小学校 振替休業日

9 火

10 水 ○健５歳児健康相談

11 木 横浜小・中学校ふるさとクリーンウォーク

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水 ○公実年教室
○健健康測定会

18 木 ○健高血圧予防教室②（平日コース）

19 金 横浜中学校上北地方中学校体育大会夏季大会壮行式

20 土 横浜中学校上北地方中学校体育大会夏季大会～21日

21 日

22 月 横浜中学校 交換休業日
○健育児相談

23 火 横浜中学校 交換休業日

24 水 横浜小学校 修学旅行～26日
○健みらいCafé

25 木 ○福民児協定例会

26 金 第二ちどり保育園 運動会

27 土

28 日

29 月 ○健総合健診

30 火 ○健総合健診


